
《Lesson 4》動名詞フレーズの文 

動名詞フレーズは、基本的に1つの名詞として扱われます。 

＜例＞ My hobby is running in the morning （私の趣味は、朝走ることです） 

      Driving for three hours (1)was fun.   （3時間運転することは、楽しかったです） 

        (2)Getting up early is difficult.      （早く起きるのは、難しいです） 

 

(1) be 動詞の前が three hours と複数形になっているが、動名詞フレーズ driving for three hours は   

1 つの名詞として扱われるので、be 動詞は三人称単数形の was となる。 

(2) get up（起きる）のように「動詞＋前置詞」のフレーズを1つの動詞としてとらえる場合、動名詞

の形にするのは最初の「動詞」の部分のみとなる。 

 

 大きな特徴は、動名詞フレーズが登場する場合 for three hours や in the morning といった、 

いつもは文の最後の方に置く単語やフレーズなども、頻繁に文の途中で登場するというところ

です。つまり、以下の使い方は間違いとなります。 

 ・Driving was fun for three hours. ＝ × 

 ・Getting up early is difficult every morning. ＝ × 

【動名詞フレーズの文：作り方】 

ステップ 1：動名詞フレーズの部分を that（それ）として文を作る。 

ステップ 2：that としたところに動名詞フレーズを入れる。 

 

＜例1＞「私の趣味は、朝走ることです」 という文を作る場合。 

ステップ 1：動名詞フレーズの部分を that（それ）として文を作る。 

「動名詞フレーズ：朝走ること」→「私の趣味は、それです」 

        My hobby is that.                      

ステップ 2： that としたところに動名詞フレーズを入れる。 

        My hobby is running in the morning.       

 

＜例2＞「早く起きるのは難しいです」 という文を作る場合。 

ステップ 1：動名詞フレーズの部分を that（それ）として文を作る。 

「動名詞フレーズ：早く起きること」→「それは、難しいです」 

          That is difficult.                     

ステップ 2： that としたところに動名詞フレーズを入れる。 

         Getting up early is difficult.            
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